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2014 年 1月 10日 

各位 
株式会社リブセンス 

代表取締役社長 村上 太一 
 
 

不動産賃貸情報サイト「door 賃貸」 

新たにピタットハウスの賃貸物件情報を掲載開始 
 
株式会社リブセンス（本社：東京都品川区、代表取締役社長：村上太一、東証一部：6054）は、
不動産賃貸情報サイト「door 賃貸」（URL: http://chintai.door.ac/）にて、新たにピタットハウ
スネットワーク株式会社（本社：東京都中央区、代表取締役：河野一孝）の運営するサイト
「pitat.com」（URL: http://www.pitat.com/）が取扱う賃貸物件情報の掲載を開始いたします。 
 
door 賃貸は、2010 年 4月にサービスを開始した「成功報酬型※」の不動産賃貸情報サイトで
す。サイトユーザーから不動産情報掲載企業様へ物件に関するお問合せがあるまで情報掲載等の
費用が一切かからないことに加え、door 賃貸経由でご契約いただいたサイトユーザーへ入居お祝
い金の特典があるなど、ユニークなサービス形態を採用しております。また、物件を名寄せ整理
することで、同一物件情報がまとめて表示されることから、情報の検索性・閲覧性においてユー
ザビリティの高いサイトとなっております。さらに、2013年 6月には PCサイトを 10月には
スマートフォンサイトを全面リニューアルし、一層の機能拡充やブランディング強化を図ってお
ります。 
こうした背景から、順調にサービス規模が拡大しており、2013年 12月現在、日本全国の賃貸
マンション・アパート物件を 270万件超掲載しております。 
 
この度、新たに賃貸物件情報約 18万件を取扱う「pitat.com」が door 賃貸に掲載を開始する
ことで、サイトユーザーは、これまで以上に多種多様な物件情報の中から、よりニーズに合った
物件を選択できるようになります。 
 
door 賃貸では、今後も、ユーザー1人 1人の「幸せな新生活」のスタートに必要不可欠なサイ
トへ発展させるべく、情報掲載数の増大やサイト機能の改善などに取り組み、ユーザーの皆様や
不動産情報掲載企業様から圧倒的なご支持をいただけるNo.1 サイトを目指してまいります。 
リブセンスから生まれる、新しい「あたりまえ」に、ご期待ください。 
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＜door 賃貸（URL: http://chintai.door.ac/）サイトイメージ＞ 

 
 
 

※1：情報掲載を希望する企業に対して、掲載費などの初期費用は一切無料で採用や不動産物件問い合わせ等が確

定した時点で初めて費用をいただく仕組み。企業は、掲載費を支払っても成果が出ないリスクを気にせず、安心

して多くの情報を掲載できるメリットがある。また、当社では採用された求職者・入居されたユーザーに対して

「祝い金」を贈呈。サービス利用企業・ユーザー・当社の全てにメリットがあるサービスとして利用拡大中であ

り、徐々に新たな「あたりまえ」として定着しつつある。 

 

 

■ 株式会社リブセンスについて （URL : http://www.livesense.co.jp/） 

・所在地      東京都品川区上大崎2丁目 25番 2号 新目黒東急ビル5階 

・設立       2006 年 2月 8日           

・資本金      221,647千円（2013年 9月 30日現在） 

・代表者    代表取締役社長 村上 太一         ・事業内容   インターネットメディア運営事業 

求人情報メディア「ジョブセンス（http://j-sen.jp/）」「ジョブセンスリンク（http://job.j-sen.jp/）」「ジョ

ブセンス派遣（http://haken.j-sen.jp/）」や不動産情報メディア「door 賃貸（http://chintai.door.ac/）」、

転職クチコミサイト「転職会議（http://jobtalk.jp/）」等のインターネットメディアを運営。SEO（検索エンジ

ン最適化）を中心とした「Web マーケティング技術」や、システム・デザイン・マーケティングの徹底した内製

化による「サービス開発力」が強み。 


